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Ｒ
員
共

，

２
月
４
日
に
中
津
文
化
会
館
に
て

行
わ
れ
た

『
コ
ミ
カ
ル
ク
ラ
ウ
ン
サ
ー

カ

ス
』
に
招
待
し
て
頂
き
ま
し
た
。

幼
児
さ
ん
に
と

っ
て
は
サ
ー
カ
ス
と

い
う
も
の
が
分
か
ら
ず
、
頂
い
た
チ

ラ
シ
を
見
な
が

ら

「
ふ
う
せ
ん
あ

る
？
」
、
「
ボ
ー
ル
も
あ
る
？
」
、
「
は

や
く
い
き
た
い
ね
―
」
な
ど
と
話
し

て
お
り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
待
ち
に
待

っ
た
当
日
。
席

に
着
き
、
始
ま
る
ま
で
の
間
、
「
ま
だ
？

ま
だ
？
」
と

一
分
毎
に
聞
い
て
き
た

り
、
「あ
と
何
分
―
」
と
１０
分
前
か
ら

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
た
り
、
待
ち
き

れ
な
い
様
子
の
子
ど
も
た
ち
。
い
ざ

始
ま
る
と

「す
ご
い
―
」
、
「ど
う
な
っ

と
る
ん
―
」
と
大
興
奮
で
し
た
。
巨

大
窓
風
船
が
席
の
方
に
や

っ
て
来
て
、

我
先
に
と
両
手
を
大
き
く
広
げ
る
子

ど
も
達
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
後
の
記
念
撮
影
で
は
、
長
蛇
の
列

に
並
び
最
高
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
中
津
文
化
協
会
様
、

ご
招
待
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
月
１６
～
押
日
、
清
浄
園
全
員
で

一
泊
二
日
、
福
岡
県
へ
卒
園
生
を
送

る
お
別
れ
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。
計

画
の
段
階
か
ら
、
子
ど
も
達
と
職
員

で
、
「
何
処
に
行
き
た
い
？
」
「
野
球

を
観
た
い
―
」
「美
味
し
い
も
の
が
食

べ
た
い
！
」
「俺
ぜ

っ
た
い
ラ
ー
メ
ン

が
い
い
―
」
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
、

旅
行
の
準
備
の
段
階
か
ら
楽
し
い
も

の
で
し
た
。
旅
行
が
始
ま

っ
て
か
ら

も
子
ど
も
達
の
笑
顔
は
絶
え
ず
幸
せ

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
の
旅

行
で
は
な
く
、
清
浄
園
を
卒
園
す
る

児
童
と
の

「
最
後
の
旅
行
。
最
後
の

お
出
掛
け
に
恋
る
」
そ
う
い

っ
た
意

識
を
持
つ
児
童
も
い
ま
し
た
。
〈
フ
回

の
旅
行
を

一
生
の
思
い
出
に
す
る
た

め
に
、
職
員
も
児
童
と

一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。
旅
の
中
で
楽
し
い
時
間

や
、
時
に
は
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
な
が
ら
も
、
児
童
と
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
経
験
に
な
り
思
い
出
を
作

っ

て
い
き
ま
し
た
。　
一
緒
に
笑
い
、　
一

緒
に
助
け
合
い
な
が
ら
旅
を
し
て
、

最
後
の
最
後
ま
で
清
浄
園
の
絆
が
深

ま

っ
て
い

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
卒
園
し
た
児
童
は
、
現
在
新
社

会
人
と
し
て
立
派
な
新
生
活
を
送

っ

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
清
浄
口
で
過

ご
し
た
経
験
や
思
い
出
が
そ
の
子
の

糧
と
を

っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
い

ま
す
。

「清
浄
園
夏
祭
り
」

８
月
２１
日
に
卒
園
生
と
地
域

の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り

「
清
浄
園
夏

祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
清
浄

園
夏
祭
り
も
今
年

で
４
年
目
。
清
浄

園
の

一
大
行
事
と

な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
は
遊
び
場
に

な

っ
て
い
る
中
庭

が

装
飾
や
提
灯
、

屋
台
が
並
ん
で
い

つ
も
と
は
違

っ
た

空
間
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
は
各
々

浴
衣
や
甚
平
に
着
替
え
、
夏
祭
り

一

色
と
な
り
ま
す
。
焼
き
鳥
や
か
ら
揚

げ
、
ポ

テ
ト
、
か
き
氷
な
ど
の
美
味

し
い
食
べ
物
、
射
的
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
く
じ
引
き
な
ど
の
楽
し

い合わせ ● E‐ m旦 :l:seily99n9themis.ocn.ne.jp県中津市大字大貞383
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い
遊
び
が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
は
夢

中
に
な

っ
て
屋
台
を
回
り
ま
す
。
「美

味
し
い
―
」
「楽
し
い
―
」
と
い
う
声

が
沢
山
聞
こ
え
ま
し
た
。
最
後
は
み

ん
な
で
花
失
を
楽
し
み
、
名
残
惜
し

さ
も
感
じ
な
が
ら
、
夏
体
み
最
後
に

最
高
の
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

地
域
の
お
祭
り
と
は
ま
た
違

っ
た
清

浄
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
夏
祭
り
で
す
が
、

卒
園
生
や
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で

今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「餅
つ
き
」

１２
月
２３
日
、
小
川
工
業
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
餅
つ
き
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
さ
い
子
か
ら
大
き
い
子

ま
で
餅
を
つ
く
こ
と
が
で
き
、
小
さ

い
子
は
餅
を
つ
く
た
び
に
杵
が
餅
に

つ
き
、　
一
生
懸
命
に
つ
く
姿
に
周
リ

か
ら

「
よ

い
し

ょ
」
、
「
頑
張
れ
！
」

と
応
援
の
掛
け
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
つ
き
た
て
の
餅
を
す
で
に
ち
ぎ

り
丸
め
る
中
、
小
さ
な
手
で
顔
に
も

粉
を

つ
け
な
が
ら
こ
ろ
こ
ろ
丸
め
、

自
慢
そ
う
に

「
見
て
」
と
見
せ
て
く

れ

る
姿
に
出
来
立

て
の
餅
同
様
に

あ

っ
た
か
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
昨
年
同
様

「
と
よ
か
ら
あ
げ
」

さ
ん
も
協
賛
し
て
頂
き
、
揚
げ
た
て

あ
つ
あ
つ
唐
揚
げ
を
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
既
製
品
の
餅
し
か
見
た
こ

と
が
な
い
子
も
お
り
、
実
際
に
つ
い

た
り
丸
め
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら

一

緒
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「あ
か
と
ら
招
待
」

９
月
２０
日
、
卒
園
生
の
方
よ
り
あ

か
と
ら
で
の
夕
食
会
に
招
待
し
て
頂

き
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
行
く
こ

と
が
な
い
居
酒
屋
さ
ん
に
食
事
に
行

く
こ
と
が
子
ど
も
達
も
楽
し
み
な
よ

う
で
、
行
く
前
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
調

べ
「
こ
れ
ど
ん
な
料
理
か
な
？
」
「
い
っ

ぱ

い
ジ

ュ
ー

ス
飲
め
る
の
か
な
？
」

と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
夕
食

会
当
日
、
メ

ニ
ュ
ー
を
み
を
が
ら
自

身
で
好
き
な
料
理
や
ジ

ュ
ー
ス
を
た

く
さ
ん
注
文
し
、
児
童
全
員
が
好
き

を
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
、
笑
顔

や
楽
し
む
声
が
あ
ふ
れ
る
夕
食
会
に

な
り
ま
し
た
。
「
お
腹
い
っ
ぱ
い
で
キ

ツ
イ
け
ど
、
め

っ
ち
ゃ
幸
せ
な
キ
ツ

さ
」
と
中
学
生
の
児
童
が
帰
り
の
車

内
で
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
「私
も
い
つ
か
卒
園
生
み
た
い
に

何
か
で
き
る
人
に
ぢ
れ
る
か
な
」
と

尊
敬

の
声
も
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
と

っ
て
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
ご
招
待
い
た
だ
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地元で働 く一卒園生から「居酒屋で夕食を」 と子 どもた

ち全員の招待を受けた。自分自身の在園時の想い、今ここ

で生活 している子どもたちの想いを重ねて何か自分ででき

る事はないか ?と 友人や仲間との話 し合いの中から生まれ

た企画のようだ。メニューを見ながら楽 しそうに食事をす

る子ども達の姿に毎年継続 していきたいとメンバーの方々

のメッセージも頂いた。また、コロナ禍のなかで外出でき

なかった 4年前、子 ども達を楽 しませてや りたいと、「清

浄園夏祭 り」を企画 し、よくある祭 りに負けないぐらいの

露店を並べて賑やかな一夜を演出してもらった。次年より

毎年恒例 となって、子 ども達の浴衣姿が見 られる夏休み一

大イベン トになっている。これも一卒園生の想いに若い仲

間が集まって温かい輪が拡がっている。長年続いている年

納めの「餅つき」 も同 じだ。自身の会社の社員総出で大変

な数の臼をついて くれ自社の行事にまで してもらってい

る。こうして先輩たちの姿に「自分もいつかは」 との声も

間 く。きっと次の世代にも伝わっていくであろう。嬉 しい

ことだ。かつて生活を共にしてきた子 どもたちのなかから

色んな形でその「想い」をもらい胸が熱 くなる。感謝の念

でいっぱいだ。『大きな優 しさをありがとう』。

統括施設長 出納 皓力佳

園長より卒園生へ

問い合わせ ● 大分県中 TEL0979…32¨ 088フ  E¨ malliseizyoen@themis.ocn.ne.jp
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２

０

２

３
年

４

月
、
新
た
に

「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
が
発
足

し
、
「
こ
ど

も
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
歴
史
的
に
見

て
、
２
０
２
３
年
は

大

き

な

転

換

点

の

年

に

な

る

で
し

よ

う
。
そ
し
て
、
斬
新

で
び

っ
く
り
し
た
の

は
、
「
こ
ど

も
基
本

法
」
の

「
こ
ど
も
」
の
定
義
。
「心
身

の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
」
が

「
こ

ど
も
」
な
ん
で
す

っ
て
。
と
い
う
こ

と
で
、
私
は
ず

っ
と

「
こ
ど
も
」
の

ま
ま
で
い
た
い
で
す
ね
。
だ

っ
て
、

何
歳
に
を

っ
て
も
心
身
の
発
達
過
程

に
あ
り
た
い
で
す
も
ん
。
前
置
き
は
こ

の
く
ら
い
に
し
て
、
こ
の
転
換
期
か
つ

情
報
過
多
の
時
代
、
変
わ
っ
て
い
く
も

の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
を
見
定
め
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま

す
。
変
わ
ら
な
い
も
の
は
、
本
質
的
で

あ
り
、
普
遍
的
で
あ
る
も
の
。
言
う
を

れ
ば

「目
的
」
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
界

隈
で
言
え
ば
、
養
育
で
あ
り
子
ど
も
と

の
関
わ
り
、
人
と
人
と
の
関
係
性
の
部

分
。　
一
方
で
、変
化
し
て
い
く
も
の
は
、

社
会
や
時
代
に
適
合
し
た

「手
段

・
方

法
」
。
こ
れ
は
、
こ
ど
も
と
出
会
う
場

面
や
環
境
、
ツ
ー
ル
の
部
分
。
こ
の
「目

的
」
と

「手
段

・
方
法
」
は
、
車
の
両

輪
で
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
こ
ど
も
が
、
心
か
ら
信
頼
で
き

る
親
以
外
の
存
在
で
あ
る
「心
理
的
親
」

を
、
施
設
や
地
域
の
中
で
見
つ
け
て
い

く
こ
と
が
、
普
遍
的
か
つ
社
会
か
ら
要

請
さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
出
会
う
こ
ど
も

の
多
く
は
、寄
る
辺
を
求
め
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
こ
ど
も
と
の

関
係
性
を
形
成
し
、
援
助
希
求
を
促
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
存
在
意
義

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
が
こ
の

場
所
に
あ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
こ
に
い
る
人
が
変
わ
ら
な
い

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
清

浄
園
で
は
”
人
の
職
員
が
施
設
や
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守

っ

て
い
ま
す
。
と

っ
て
も
心
強
い
存
在
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
「三
３
」
の
立
ち

位
置
で
こ
ど
も
と
関
わ
り
、
こ
ど
も
と

一
緒
に
、
発
達

・
成
長
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
　

（施
設
長
　
古
屋
康
博
）

倉田 雅代
(児童家庭支援センター陽)

①健康で元気な身体

②素晴らしい映画や絵画、コ

ンサートを観終わった直後

③小さな変化や成長が見られ

た時

清田 裕香
(児童養護施設清浄園)

①ディズニーチケット

②好きな物を食べている時、

ドライブ中

③子どもから必要とされた

時。応えられる最大で応え

ます l

気づけた時

③笑つて過ごし

―D可愛い家具

2.雲一つない晴天で.それに

てくれている事

清水 華蓮
(児童養護施設清浄園、栄養士)

①ネコ

②友達の子どもや姉兄の子ど

もと関わっている時

③積極的に話かけてくれて、あ

だ名をつけて0乎んでくれる事

(児童養護施設清浄園)

①おにぎり

②季節の変化を感じる時
③子どもの成長を感じる時

(児童発運支援・放課後等デイサービス和デイ)

①腕力

②美味しいものを食べる時
③活動の中でできなかつたこ

とができた時に、満面の笑
みがみれたこと

南

こ
寄
付
支
援
の
法
人
、
団
体
、
個
人

（敬
称
略
）

・
法
人
、
団
体

腑
キ
キ
メ
ッ
ク
、
関
三
信
建
材
社
、
欄
豊
国
畜
産
、
関
中
津
急
行
、
第

一
生
命

労
働
組
合
大
分
支
部
、
退
職
女
性
教
職
員
の
会
、
高
野
建
設
閉
、
大
分
銀
行
労

働
組
合
、
波
津
久
養
豚
場
、
広
沢
歯
科
医
院
、
同
ギ
フ
タ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
労
働
金
庫
む
ぎ
の
会
、
大
分
県
農
業
共
済
組
合
、
大
久
保
農
園
、
岡

本
果
樹
園
、
賀
来
内
科
循
環
器
科
医
院
、
カ
ー
ブ
ス
、
腕
大
分
県
遊
技
業
協
同

組
合
、
欄
小
川
工
業
、
腕
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
例
兵
左
衛
門
、
欄
ト
ツ

プ
ガ
ン
、
開
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
、
欄
フ
レ
ー
ベ
ル
館
、
欄
マ
ル
ハ
ン
中
津

店
、
九
州
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
、
九
州
納
豆
組
合
、
九
州
労
働
金
庫
中
津
支

店
、
」県
田
工
業
、
三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
協
同
組
合
、

中
津
沖
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
、
中
津
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
、
中
津
保

護
司
会
、
中
津
平
成
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ｎ
ｉ
Ｃ
Ｏ
ド
ー
ナ
ツ

宇
佐
店
、
二

豊
土
建
腑
、
二
豊
フ
ー
ズ
腕
、
日
本
鏡
餅
組
合
、
ノ
ー
ス
Ｆ
Ｍ
中
津
、
八
面
山

神
護
寺
、
広
池
農
園
、
フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
大
貞
店
、
芳
香
園
、
ほ
っ
と
も
っ
と
、

三
保
診
療
所

個

人

小
倉
　
繁
子
、

渡
邊
　
文
敏
、

植
山
　
重
春
、

財
津
　
喜
充
、

西
谷
千
代
子
、

鈴
川
　
清
子
、

荒
原

大
津
　
啓
資
、

高
倉
　
敏
彦
、

三
宅
美
香
子
、

紘
子
、
本
田
　
直
美
、

好
美
、
植
山
　
哲
也
、

浩

一
、
河
野
　
博
明
、

義
久
、
二
反
田
新

一
、

一
徹

河
野

穴
井

遠
入

田
□

原
本

庄
平
、

孝

一
、

美
佳
、

勝
典
、

淳
志
、

高
野

今
宮

釜鍋
島

門
司

こ
招
待
支
援
の
法
人
、
団
体
、
個
人

（敬
称
略
）

。
法
人
、
団
体

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
光
、
イ
ン
ヌ
マ
エ
ル
別
府
キ
リ
ス
ト
教
会
中
津
伝
道
所
、
」県

田
工
業
、
中
津
沖
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
中
津
製
菓
組
合
、
中
津
青
年
会
議
所
、

中
津
平
成
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
九
州
プ
ロ
レ
ス
、
豊
寿
園
、
中
津
文
化
協
会

個

人

大
柳
　
弘
幸
、
岡
部
　
　
翔
、
田
□
　
勝
典

・
弥
生
、
引
田
　
正
信

以
上
、
敬
称
略
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
決
算
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（す
洋
や
ヽヽ
いの
一』く
０
０
３
・３
＾
Ｃ
「Ｐ
つ
の
・ぢ

）ヽ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

谷

小松

①画力

「できる」が増


